
・播種時に処理、田植えに専念、省力的

・機械処理、均一散布、効果安定

・高い葉いもち防除効果、山間常発地でも安心

・抵抗性誘導剤、耐性菌が発生しにくい

イネいもち病に対するファーストオリゼプリンス
粒剤10のは種時覆土前処理の防除効果

新新

薬薬
剤剤

穂
揃
い
期
防
除

葉いもち病斑

平坦地

は種時覆土前に

薬剤・５０ｇ/箱を
散布するだけ！

Dr.オリゼプリンス
粒剤10H

平坦地

山間～中間地

平坦地

出
穂
期

ファーストオリゼファーストオリゼ
プリンスプリンス箱粒剤箱粒剤1010

は
種

安定した高い効果
長い効き目

最も恐ろしい病気
（減収・品質低下）

コシヒカリ
→弱い

ひとめぼれ

最も恐ろしい病気最も恐ろしい病気
（減収・品質低下）

コシヒカリ
→弱い

ひとめぼれ

いもち病

山間～中間地

既既
存存
薬薬
剤剤
嵐プリンス箱粒剤10
嵐スタークル箱粒剤

田

植

は 種 時
覆土前処理

鳥取県農林総合研究所 農業試験場成果情報 2010-05

効果ふれる
場合あり

効果不十分

山間～中間地

穂
ば
ら
み
期
防
除

効果ふれる
場合あり



（お問い合わせ先）
鳥取県農林総合研究所 農業試験場 環境研究室
電 話 0857-53-0721

本書から転載複製する場合には、必ず鳥取県

農林総合研究所農業試験場の許可を受けて下さい。
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プロベナゾール20％粒剤（ファーストオリゼプリンス粒剤10）のは種時覆土前処理の
葉いもち防除効果（2009年）

１．ファーストオリゼプリンス粒剤10は、は種時覆土前の専用製剤であり、2010年3月1日現在の

農薬登録における使用時期も、は種時覆土前のみである。

２．上記新薬剤は、既存剤と同様に機械処理が可能である。また、育苗期における微生物農薬

との同時処理は可能であるが、育苗箱全量施肥専用肥料との同時施用による影響については

未確認である。

３．上記新薬剤は抵抗性誘導型の薬剤であり、稲穂では顕著な抵抗性誘導が得られないため、

Dr.オリゼプリンス粒剤10（移植当日）等と同様に、直接の穂いもち防除効果は期待できない。

したがって、穂いもち防除については、現行と同様の予防防除を行う必要がある 。
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